運命 は 現象 を 支配す る、 丁度 物体が 影 を 支配す る や 

うに。 現象に よって 暗示され る 運命の 目論見 は 「死」 

だ。 何と なれば あらゆる 現象の 窮極す る 所 は 死滅 だか 

ら である。 

我等の 世界に 於て 物と 物と は 安定 を 得て ゐ ない。 而 

して 安定 を 得る ための 道程に あって 物と 物と は 相剋し 

てゐ る。 我等が ヱ ネル ギ ー と 称する もの は その 結果と 

して 生じて 来る。 而 して H ネル ギ— が 働いて ゐる間 我 

等の 間に は 生命が 厳存す る。 然しながら 安定 を 求めて 



安定の 方に 進みつ ゝ ある 現象が 遂に 最後の 安定に 達し 

得た 時には、 H ネル ギ— は 存在 するとしても 働かな く 

なる。 それ は 丁度 一陣の風 によって 惹起され た 水の 上 

の 波が、 互に 相剋し っゝ 結局 鏡の やうな 波の ない 水面 

を 造り 出す に 至る のと 同様で ある。 そこに は 石の やう 

に 黙した 水の 塊 的が 凝 然とし て 澱んで ゐる ばかり だ。 

再び それ を 動かす 力 は 何 所から も 働いて は 来ない。 生 

気 は 全く その 水から 絶 たれて しま ふ。 

我等の 世界の 現象 も 遂に はこ ゝ に 落 付いて しま ふだ 

らう。 そこに は 「生」 は 形 を ひそめて た v 一 つの 「 大 

死」 が あるば かりだら う。 その 時運 命の 目論見 は 始め 



い。 さう ある 人々 は 云 ふか も 知れない。 

然し これ は 結局 一種の ごまかしで 一 種の 観念論 だ。 

人間と 云 はず、 生物が 地上 生活 を 始める や 否や、 一 

として 死に 脅迫され ない もの はない。 我等の 間に 醱酵 

した 凡ての 哲学 は、 それが 信仰の 形式 を 取る にせよ、 

観念の 形式 を 取る にせよ、 実証の 形式 を 取る にせよ、 

凡て 人の 心が 「死」 に対して 惹起した 反応に 過ぎない。 

我等 は 我等が 意識す る 以上に 本能の どん底から 死 を 

恐れて ゐ るの だ。 運命の 我等 を将て 行かう とする 所に、 

必死な 尻) J み をして ゐ るの だ。 



原と を 越えて、 

ふな つきば 

建て こんだ 凡ての 巿 街と、 群衆に 埋まる 繫船 場と 道 

路とを 越えて、 

私 はこの 歌 を 喜び勇んで 空に 漂 はす、 ォ、 死よ」 

二 九 一八、 九月 十七 日) 



底本 ： 「日本の 名 随筆^ 運」 作品 社 

1990 (平成 2) 年^ 月 お 日 第 ー 刷 発行 

1996 (平成 8) 年 8 月お 日 第 6 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「有 島武郎 全集 第 七 巻」 筑摩 書房 

1980 (昭和お) 年 4 月 発行 

入力 ： 石橋 幸 一 郎 

校正 ： 門 田裕志 

2 002 年 ；： 月匸日 作成 

2006 年 7HJ2 日 该ノ正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



